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第１章 計画策定にあたって

第１節 計画策定の趣旨

　神戸町（以下、「本町」という。）では、昭和４９年度に「神戸町総合計画」を策定して以降、４期

にわたり時代の潮流を踏まえた「総合計画」を策定し、計画的なまちづくりの指針としてきました。

　「神戸町第四次総合計画」に基づき町政を進めてきた平成１９年度から平成２８年度は、「みんなで創

る　元気・快適・いきいきタウン」を将来像として、住民と行政の協働をテーマにまちづくりを進めてきました。

この間、本町では人口が減少傾向に転じるとともに、本格的な少子高齢社会の到来を迎えるなど、本町

を取り巻く環境は大きく変化しています。

　さらに今日では、さらなる人口減少と少子高齢化の進行を背景に「消滅可能性都市＊」が議論されており、

地方自治体にはこれまで以上に自主的・自立的なまちづくり活動を促す「地方創生＊」に向けた取組が求

められています。

　こうした潮流を踏まえつつ、多様化する住民ニーズに的確に応え、生活環境の向上とまちの持続的な発

展を図るため、「神戸町第５次総合計画」を策定します。

将来像 健康で豊かな文化的田園都市
神戸町総合計画（昭和50年度～昭和59年度）

将来像 やすらぎと文化を創造するまち
第二次総合計画（昭和60年度～平成6年度）

将来像 心の豊かさとゆとりを実感できるまち“ごうど”
第三次総合計画（平成7年度～平成18年度）

将来像 みんなで創る　元気・快適・いきいきタウン
第四次総合計画（平成19年度～平成28年度）

第５次総合計画
（平成29年度～平成36年度）

「＊」のついた用語は、「資料編」に解説を掲載しています

暮らしやすさ実感 ごうど（GO&DO）マイタウン［神戸町第５次総合計画］
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第１節 沿革

　本町は、歴史のまちとしてその起源も古く、奈良時代の初めのころ、美濃国（安八郡）の郡司安八太

夫安次が開いた地域と言われており、後に延暦寺領の荘園として栄えてきました。この平野庄の庄域は、

日𠮷神社を中軸とし、戦国時代の後期からは門前町として、江戸時代は商業のまちとして発展してきました。
　明治２１年に公布された市制町村制により、明治２２年に神戸村となり、明治２５年には町制を施行して

神戸町と改められました。昭和２５年に北平野村を合併し、昭和２９年には町村合併促進法により下宮村・

南平野村との１町２村で合併、さらに昭和３５年には揖斐郡大野町の一部であった大字西座倉を編入合

併しました。

　その後、昭和４０年代には積極的な企業誘致を推進し、豊かな自然環境と工業が調和する町として発

展をとげてきました。

　平成に入ると、国による地方分権の推進、財政支援といった合併推進策による機運が高まり、平成１５

年には本町を含む西濃圏域合併協議会が発足し、近隣市町との合併協議を進めてきました。しかし、住

民投票の結果を受けて平成１６年８月に合併を見送り、町単独で自立したまちづくりを進めていくこととし、現

在に至っています。

第２節 位置と地勢

　本町は、総面積18.78km2、南北 7.2km、

東西4.1kmの農業に適した肥沃な平坦地

で南北に三角形をなしています。

　西に伊吹山、北に白山山系の山 を々望

み、東は清流揖斐川に沿い、南は濃尾

平野に連なっています。標高は北西部に

高く、南部が低くなっており、南北の高低

差は約14mあります。南部の中沢・加納・

前田・瀬古は大垣輪中堤に囲まれた形態

となっています。

　地質は、揖斐川の沖積層で、良質で

豊富な地下水に恵まれています。

　気候は、内陸性気候＊で、平均気温

は約１６℃と比較的温暖であり、年間降雨

量は約2,000mmとなっています。

第２節 計画の性格と役割

　神戸町第５次総合計画は、より良いまちづくりを総合的かつ計画的に推進するための基本方針としての

性格をもち、本町のまちづくりの「最上位計画」としての役割があります。

　また、神戸町第５次総合計画は、基本方針とその実現のための施策を明らかにすることで、町政に対

する住民の皆さんの理解・協力と積極的な参画を促し、住民と行政が協働してまちづくりを推進するための

「共通の尺度」となる計画です。

第３節 計画の構成と期間

　神戸町第５次総合計画は、「基本構想」及び「基本計画」で構成するとともに、「実施計画」を別に

策定します。

基本構想
長期的な展望のもとに、目標年次と町の将来像を定め、これを実現する

ために進むべきまちづくりの基本的な方向を明らかにします。

平成２９年度を初年度とし、平成３６年度までの８年間の計画です。

●

●

基本構想に基づき、分野別に計画目標を定め、町の将来像を達成す

るために実施すべき施策を明らかにします。

基本構想と同様、平成２９年度を初年度とする８年間の計画ですが、平

成３３年度以降の後期４カ年については、平成３２年度に見直します。

●

●

基本計画に定められた施策を短期計画の中でいかに具体的にしていくか

を明らかにするもので、毎年度の予算編成の指針となるものです。

３カ年計画としてとりまとめ、毎年見直すローリング方式＊とします。

●

●

第２章 神戸町の概況

▶神戸町の位置

名古屋

大垣

揖斐川 根尾川

長良川

木曽川

東海道
新幹線
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暮らしやすさ実感 ごうど（GO&DO）マイタウン［神戸町第５次総合計画］暮らしやすさ実感 ごうど（GO&DO）マイタウン［神戸町第５次総合計画］
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